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Ⅰ 調査実施概要 

１．調査の目的 

本調査は、次期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画の令和９年３月の

策定に向け、市内の高齢者などの生活実態や健康状態、介護保険および保健福祉サービスなどに関

するニーズを把握し、今後の高齢者の保健福祉や介護サービスの充実のための基礎資料として活用

することを目的としています。 

２．調査の対象 

（１）調査地域 船橋市全域  

（２）調査対象  

 本調査は、対象者別に次の４種類のアンケート調査を、無記名式で実施しました。 

①高齢者基本調査 

市内在住の65歳以上の高齢者から、要介護

認定者（要介護１～５）を除いた12,000人

を抽出 

郵送配付・ 

郵送回収 

WEBアンケート 

②要介護高齢者調査 

市内在住の65歳以上の高齢者から、要介護

認定（要介護１～５）を受けている9,600人

を抽出 

郵送配付・ 

郵送回収 

WEBアンケート 

③ひとり暮らし高齢者・ 

高齢者のみ世帯調査 

市内在住の65歳以上のひとり暮らし高齢

者または高齢者のみ世帯の者から、要介護

認定者（要介護１～５）を除いた12,000人

を抽出 

郵送配付・ 

郵送回収 

WEBアンケート 

④若年調査 
市内在住の40～64歳の市民から、1,000人

を抽出 

郵送配付・ 

郵送回収 

WEBアンケート 

 

※「①高齢者基本調査」「③ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯調査」の対象者は、24地区コミ

ュニティ毎に500人を無作為に抽出しています。 

※「②要介護高齢者調査」の対象者は、24地区コミュニティ毎に400人を無作為に抽出しています。 

※「④若年調査」の対象者は、対象者が合計1,000人となるよう、24地区コミュニティ毎に41～42

人を無作為に抽出しています。 

  



  

2 
 

３．配布・回収の状況 

各アンケ―ト調査の配布・回収の状況は次のとおりとなります。 

４．回答者の基本属性 

◇ 性別 

項目 

高齢者基本 

調査 

要介護高齢者 

調査 

ひとり暮らし高齢者・ 

高齢者のみ世帯調査 
若年調査 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

男 性 4.081 49.7 2,300 37.5 3,778 42.7 244 46.3 

女 性 4,123 50.3 3,836 62.5 5,061 57.3 282 53.5 

無回答 0 0.0 3 0.0 0 0.0 1 0.2 

合 計 8,204 100.0 6,139 100.0 8,839 100.0 527 100.0 

◇ 年齢 

項目 

高齢者基本 

調査 

要介護高齢者 

調査 

ひとり暮らし高齢者・ 

高齢者のみ世帯調査 
若年調査 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

40～44歳 

   

90 17.1 

45～49歳 104 19.7 

50～54歳 117 22.2 

55～59歳 114 21.6 

60～64歳 101 19.2 

65～69歳 2,711 33.0 134 2.2 1,483 16.8 

 

70～74歳 1,773 21.6 325 5.3 2,014 22.8 

75～79歳 1,697 20.7 857 14.0 2,482 28.1 

80～84歳 1,250 15.2 1,538 25.1 1,739 19.7 

85歳以上 773 9.4 3,282 53.5 1,121 12.7 

無回答 0 0.0 3 0.0 0 0.0 1 0.2 

合 計 8,204 100.0 6,139 100.0 8,839 100.0 527 100.0 

  

アンケート種類 配布数 有効回収数 有効回収率 

①高齢者基本調査 12,000 8,204 68.4％ 

②要介護高齢者調査 9,600 6,139 63.9％ 

③ひとり暮らし高齢者・ 

 高齢者のみ世帯調査 
12,000 8,839 73.7％ 

④若年調査 1,000 527 52.7％ 
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◇ 要介護等の認定状況 

項目 

高齢者基本 

調査 

要介護高齢者 

調査 

ひとり暮らし高齢者・ 

高齢者のみ世帯調査 
若年調査 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

認定は受け

ていない 
7,916 96.5 

 

8,325 94.2 

 

総合事業 

対象者※ 
0 0.0 0 0.0 

要支援１ 121 1.5 212 2.4 

要支援２ 167 2.0 302 3.4 

要介護１ 

 

2,545 41.5 

 

要介護２ 1,911 31.1 

要介護３ 988 16.1 

要介護４ 459 7.5 

要介護５ 233 3.8 

無回答 0 0.0 3 0.0 0 0.0 

合 計 8,204 100.0 6,139 100.0 8,839 100.0 

※総合事業対象者とは、地域包括支援センター等で「基本チェックリスト」により要支援相当と判

定を受けた者。 

◇ 日常生活圏域（５区分） 

項目 

高齢者基本 

調査 

要介護高齢者 

調査 

ひとり暮らし高齢者・ 

高齢者のみ世帯調査 
若年調査 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

南 部 1,375 16.8 971 15.8 1,428 16.2 85 16.1 

西 部 1,396 17.0 1,020 16.6 1,477 16.7 83 15.7 

中 部 1,384 16.9 1,113 18.1 1,447 16.4 85 16.1 

東 部 1,813 22.1 1,367 22.3 1,863 21.1 108 20.5 

北 部 2,236 27.3 1,665 27.1 2,624 29.7 165 31.3 

無回答 0 0.0 3 0.0 0 0.0 1 0.2 

合 計 8,204 100.0 6,139 100.0 8,839 100.0 527 100.0 

５．表章上の留意点 

◇構成割合は四捨五入をしているため、その合計が100（％）にならない場合があります。 

◇集計結果の「ｎ=」の値は、当該設問の回答数を表します。 

◇各調査については、地区コミュニティごとの分析を行うことを目的に、一定の人数を各地

区コミュニティから抽出して調査しています。しかしながら各地区コミュニティの人口比

率は異なることから、人口が多い地域の回答には、より重み（ウェイト）をつけるなど、実

際の高齢者の人口比率に合わせて補正を行っています（ウェイトバック集計）。 

◇「ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯調査」は住民基本台帳からひとり暮らし及び高齢

者のみ世帯を抽出したため、実態として家族と同居している人が含まれます。  
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Ⅱ 調査結果の総括 

本調査で得られた結果をもとに、地域包括ケアシステムの５つの要素である「住まい」「予防」

「生活支援」「介護」「医療」の視点、また、認知症施策推進の視点から、改めて本市における

実態を把握するとともに、今後の課題の整理を行いました。 

１．住まい 

○ 多様化する住まいに即した支援体制づくり 

『持ち家』を住まいとする方について、高齢者基本調査で約89％、ひとり暮らし・高齢者のみ世

帯調査で約85％、要介護高齢者調査で約82％となっている一方、『賃貸』を住まいとする方につい

て、高齢者基本調査で約10％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で約14％、要介護高齢者調査で

約11％となっています。また、要介護高齢者調査においては『介護施設』を住まいとする方が約４％

となっており、依然として『持ち家』が大半を占める一方で、『賃貸』や『介護施設』に居住する

高齢者も一定数存在しており、高齢者の住まいの形態は多様化しています。 

生活環境や身体状況の変化に応じて、住み替えや施設入所も含めた多様な選択肢を適切に情報提

供し、本人の意思を尊重した住まい方を支援していくことも重要となります。（高齢者基本調査、

ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査、要介護高齢者調査：問２） 

問 あなたのお住まいは、次のどれにあたりますか。（単一回答） 

 
『持ち家』＝「持ち家（一戸建て）」＋「持ち家（集合住宅）」 

『賃貸』＝「公営住宅（県営・市営）」＋「民間賃貸住宅（一戸建て）」＋「民間賃貸住宅（集合住宅）」＋「ＵＲ賃貸住宅」＋「借家」 

『介護施設』＝「グループホーム」＋「サービス付き高齢者向け住宅」＋「有料老人ホーム・ケアハウスなど」  

62.7

26.4

0.9

0.6

4.3

2.8

1.2

0.0

0.0

0.0

0.6

0.4

55.7

29.2

1.8

0.5

5.5

4.9

1.0

0.0

0.1

0.1

0.8

0.5

64.2

18.1

1.7

0.3

3.2

4.6

1.0

0.8

1.2

1.8

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家（一戸建て）

持ち家（集合住宅）

公営住宅（県営・市営）

民間賃貸住宅（一戸建て）

民間賃貸住宅（集合住宅）

ＵＲ賃貸住宅

借家

グループホーム

サービス付き高齢者向け住宅

有料老人ホーム・ケアハウスなど

その他

無回答

高齢者基本調査 （n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査（n=8,839)

要介護高齢者調査(n=6,139)

『持ち家』 

『賃貸』 

『介護施設』 
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○ 住居内・住居周りの不便解消 

住まいの中での不便なところについて、「断熱機能が低い」が高齢者基本調査で約18％、ひとり

暮らし・高齢者のみ世帯調査で約16％と最も多く挙げられ、要介護高齢者調査においても約17％が

不便なところとして挙げられています。一方、要介護高齢者調査では「玄関から道路までに段差が

ある」が最も多く挙げられ、他の調査と比較して２倍以上多くなっています。また、「浴室が使い

にくい」「住宅内の床に段差がある」なども他の調査と比較して多くなっており、要介護となって

初めて居住の内外を含めた段差について不便と感じる、と考えられます。いつまでも住み慣れた家

で暮らしていくためには、住居内だけでなく、住居周りのバリアフリー化も引き続き重要となりま

す。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問３、要介護高齢者調査：問４） 

問 あなたのお住まいの中で、不便なところはありますか。（３つまで複数回答） 

 
  

17.8

14.8

9.4

8.4

8.0

7.3

6.5

5.0

4.0

2.8

3.7

52.1

1.9

16.4

16.2

8.6

9.4

9.2

8.7

5.4

5.5

3.1

3.1

4.2

51.2

2.3

17.1

35.0

9.4

15.0

15.8

9.5

9.3

15.9

3.8

2.2

3.9

31.1

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

断熱機能が低い

玄関から道路までに段差がある

廊下・階段などに手すりがない

階段が急である

住宅内の床に段差がある

エレベーターがない

玄関・廊下の幅が狭い

浴室が使いにくい

台所が使いにくい

（流し・コンロなど）

和式トイレで使いにくい・

寝室と同じ階にトイレがない

その他

特にない

無回答

高齢者基本調査 （n=8,204）

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯調査（n=8,839）

要介護高齢者調査（n=6,139）
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○ 住み慣れた住まいで暮らし続けるための支援 

今後もずっと現在のお住まいで生活していきたいかについて、『今の住まいで生活し続けたい』

との意向が若年調査で約79％、高齢者基本調査で約92％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で約

91％、また、要介護高齢者調査においても約88％となっており、年齢や介護状態に関わらず、多く

の人が住み慣れた地域や住宅で暮らし続けることを希望しています。要介護高齢者においても高い

割合となっていることは、介護や支援が必要な状態になっても、自宅での生活継続を望むニーズが

強いことが示されています。 

また、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみ世帯に対しては、孤立防止や見守り支援の観点から、安

心して在宅生活を継続できる環境づくりが重要となります。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高

齢者のみ世帯調査：問４、要介護高齢者調査：問５、若年調査：問４） 

問 あなたは、今後もずっと現在のお住まいで生活していきたいと思いますか。 

（単一回答） 

  
『今の住まいで生活し続けたい』＝「可能な限り今の住まいで生活したい」＋「今の住まいを改修して住み続けたい」 

 

  

83.5

8.2

1.4

2.2

0.7

0.9

2.4

0.9

85.5

5.0

0.9

2.2

1.2

1.9

2.1

1.2

83.7

3.9

0.9

1.4

0.8

4.4

1.7

3.2

68.7

10.5

2.2

5.1

4.0

1.8

6.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

可能な限り今の住まいで生活したい

今の住まいを改修して住み続けたい

バリアフリー化された住宅に転居したい

今より家賃の安いところに転居したい

親族の近く（同居を含む）に転居したい

医療や介護が受けられる

有料老人ホーム等に転居したい

その他

無回答

高齢者基本調査 （n=8,204）

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯調査（n=8,839）

要介護高齢者調査（n=6,139）

若年調査（n=527）

『今の住まいで 

生活し続けたい』 
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○ 保証人・緊急連絡先の確保支援 

入院、施設入所、賃貸住宅への転居等が必要になったとき、『保証人がいない』が高齢者基本調

査で約11％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で11％、要介護高齢者調査で７％となっており、

住まいの選択のための保証人の確保が重要となります。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者

のみ世帯調査：問５、要介護高齢者調査：問７） 

問 あなたが入院、施設入所、賃貸住宅への転居等が必要になったとき、保証人や緊急連絡

先になってくれる人はいますか。（単一回答） 

 

 
『保証人がいない』＝「保証人になってくれる人はいないが、緊急連絡先になってくれる人がいる」＋「保証人にも緊急連絡先にもな

ってくれる人がいない」 

 
  

86.7

86.8

90.1

8.5

8.4

5.4

2.3

2.6

1.6

1.2

1.1

0.6

1.3

1.1

2.3

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

要介護高齢者調査

（n=6,139）

保証人になって

くれる人がいる

保証人になって

くれる人はいないが、

緊急連絡先になって

くれる人がいる

保証人にも

緊急連絡先にもなって

くれる人がいない

その他 無回答

『保証人がいない』10.8％ 

『保証人がいない』11.0％ 

『保証人がいない』7.0％ 
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２．予防 

○ 早期の介護予防・健康づくりへの意識啓発 

健康や介護予防のために取り組んでいることについて、高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者

のみ世帯調査では、「休養や睡眠を十分にとる」、「口の中を清潔にしている（歯みがき、うがい

など）」、「健康診査などを定期的に受ける」、「栄養のバランスのとれた食事を摂る」の４項目

が多く、それぞれ60％を超えています。 

一方、「地域の活動に参加する」については、高齢者基本調査で10％、ひとり暮らし・高齢者の

み世帯調査で約13％、若年調査では約５％にとどまっています。高齢者においては地域活動などの

社会参加を通じて、生きがいづくりや健康づくりによる介護予防の効果が期待されるため、引き続

き地域活動への参加促進をはじめ、様々な形での社会参加を促進する取り組みが求められます。（高

齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問45、若年調査：問15） 

問 あなたは、ふだんから健康や介護予防のために取り組んでいることはありますか。 

（複数回答） 

  

65.0

63.2

63.3

61.1

49.3

39.7

36.2

27.7

18.5

10.0

7.1

1.6

3.5

1.0

67.5

69.3

65.4

66.3

54.1

44.9

38.7

32.3

19.2

12.7

7.9

1.9

3.0

1.1

54.0

49.9

56.2

44.0

41.7

31.6

16.9

22.2

25.2

4.8

5.9

1.4

6.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休養や睡眠を十分にとる

口の中を清潔にしている

（歯みがき・うがいなど）

健康診査などを定期的に受ける

栄養のバランスのとれた食事を摂る

散歩やスポーツをする

気持ちをなるべく明るく持つ

読み書きや計算など、

頭を使う作業に取り組んでいる

医療・健康に関する知識を持つ

酒やタバコを控える

地域の活動に参加する

今は取り組んでいないが、

きっかけがあれば取り組みたい

その他

特に取り組んでいることはないし、

今後も取り組むつもりはない

無回答

高齢者基本調査(n=8,204)

ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査 （n=8,839）

若年調査（n=527）
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○ 各種リスクへの備え 

運動器機能リスク、転倒リスク、閉じこもりリスク、栄養改善リスク、咀嚼機能リスク、認知症

リスク、うつリスク、ＩＡＤＬ（手段的日常生活動作）が低い、の各種リスクについて、介護予防

を進めるうえで重要な指標となっています。 

運動器機能リスク高齢者は高齢者基本調査で9.4％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で9.8％、

転倒リスク高齢者は高齢者基本調査で27.4％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で28.0％となっ

ており、各リスク高齢者の割合について、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査が上回っています。 

閉じこもりリスク高齢者は高齢者基本調査で13.4％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で

12.3％となっています。 

栄養改善リスク高齢者は高齢者基本調査で7.3％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で8.6％、

咀嚼機能リスク高齢者は高齢者基本調査で24.4％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で25.8％と

なっており、各リスク高齢者の割合について、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査が上回っていま

す。 

認知症リスク高齢者は高齢者基本調査で45.1％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で46.6％、

うつリスク高齢者は高齢者基本調査で36.0％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で37.0％となっ

ており、各リスク高齢者の割合について、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査が上回っています。 

ＩＡＤＬが低いとされる高齢者は高齢者基本調査で3.9％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査

で2.8％となっています。 

（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査： 運動器機能リスク：問13～17、転倒

リスク：問16、閉じこもりリスク：問18、栄養改善リスク：問10、咀嚼機能リスク：問21、認知症

リスク：問24、うつリスク：問38・39、ＩＡＤＬ：問25～29） 

なお、各リスク高齢者の割合を性別・年代別にみると、同じ年代の性別で比較してもほとんど差

がみられない一方、年代が高くなるにつれてリスク高齢者の割合が高くなることから、加齢による

リスク高齢者の増加を抑制する取り組みが必要であり、自発的な運動や外出の促進、食事やメンタ

ルヘルスに関する専門的なアドバイスや支援を世帯類型に関係なく実施していくことが求められ

ます。 

■運動器機能リスク高齢者の割合 

 

■転倒リスク高齢者の割合 

  

9.4

9.8

87.6

87.1

3.0

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

運動器機能リスク該当 リスク非該当 判別不能

27.4

28.0

71.9

70.9

0.7

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

転倒リスク該当 リスク非該当 判別不能
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■閉じこもりリスク高齢者の割合 

 

■栄養改善リスク高齢者の割合 

 

■咀嚼機能リスク高齢者の割合 

 

■認知症リスク高齢者の割合 

 

■うつリスク高齢者の割合 

 

■ＩＡＤＬが低い高齢者の割合 

 

13.4

12.3

85.5

86.3

1.1

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

閉じこもりリスク該当 リスク非該当 判別不能

7.3

8.6

91.0

89.8

1.7

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

栄養改善リスク該当 リスク非該当 判別不能

24.4

25.8

74.6

72.8

1.0

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

咀嚼機能リスク該当 リスク非該当 判別不能

45.1

46.6

53.5

51.7

1.4

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

認知症リスク該当 リスク非該当 判別不能 .

36.0

37.0

60.7

59.2

3.3

3.8

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

うつリスク該当 リスク非該当 判別不能

3.9

2.8

94.9

95.7

1.2

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

ＩＡＤＬが低い高齢者に該当 ＩＡＤＬが低い高齢者に非該当 判別不能
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３．生活支援 

○ 地域で支え合う仕組みづくり 

「普段の生活で誰かの助けが必要なこと」について、高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者の

み世帯調査とも、「病気やけが」、「災害が起きたときの対応（避難など）」が多く挙げられ、特

にひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で多くなっています。 

ひとり暮らし・高齢者のみ世帯に多く見られる課題に対し、地域で支え合う仕組みづくりを推進

することが重要となります。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問33） 

問 普段の生活で誰かの助けが必要なこと（今後必要になりそうなこと）はありますか。 

（複数回答） 

 
 

 

  

28.1

23.1

15.6

12.4

11.0

11.9

10.8

8.2

8.2

5.1

4.5

4.0

3.3

2.1

1.2

48.6

4.9

31.9

27.0

16.3

15.2

13.5

10.9

9.0

8.4

7.4

4.9

5.0

5.1

4.0

2.4

1.8

42.6

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病気やけが

災害が起きた時の対応（避難など）

買い物等外出

部屋や庭などの手入れ・掃除

防犯

食事の準備（調理など）

家計・暮らしの経済的なこと

ごみ出し

洗濯（乾燥・干すことも含む）

家族や親戚との関係

近所付き合い

ふだんの話し相手

友人・知人との付き合い

屋内の移乗・移動

その他

特にない

無回答

高齢者基本調査（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査（n=8,839）
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○ 支援につながりにくい高齢者への対応 

「普段の生活で誰かの助けが必要なときの対応」について、高齢者基本調査、ひとり暮らし・高

齢者のみ世帯調査とも、「家族、身内に支援を受けて対応している」、「自分一人でなんとか対応

している」が50％を超えており、多くの高齢者が家族による支援や自助によって日常生活を維持し

ている状況がうかがえます。一方で、少数ではあるものの、必要な支援を受けられず「やむをえず

そのままにしている」人も存在していることから、支援につながりにくい高齢者への対応が課題と

なります。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問34） 

問 普段の生活で誰かの助けが必要なとき、どのように対応されていますか。（予定含む）

（複数回答） 

 
 
  

66.7

52.5

8.9

7.2

3.8

2.4

1.5

0.5

0.3

2.4

3.9

59.5

57.6

10.2

8.7

6.6

2.9

1.9

0.7

0.4

2.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族、身内の支援を受けて対応している

自分一人でなんとか対応している

市役所など、行政機関に相談して対応している

介護保険のサービスを利用して対応している

近所の方の支援を受けて対応している

やむをえずそのままにしている

介護保険以外の有料サービスなどを利用して対応している

ボランティアを利用して対応している

ＮＰＯ法人を利用して対応している

その他

無回答

高齢者基本調査（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査（n=8,839）
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○ 地域との関わり 

「地域活動への参加意向」について、『参加意向あり』が高齢者基本調査で約59％、ひとり暮ら

し・高齢者のみ世帯調査で約61％となっています。 

また、「地域活動への企画・運営（お世話役）としての参加意向」について、『参加意向あり』

が高齢者基本調査で約35％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で約38％となっています。 

地域との関わりを持ちたいと考える高齢者は多いものの、運営や役割を担うことへの負担感や不

安を感じる方も少なくないと考えられ、今後は無理なく役割を担える仕組みづくりや支援体制の充

実を図ることが重要となります。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問57・

58） 

問 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいき

とした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたい

と思いますか。（単一回答） 

 
『参加意向あり』＝「既に参加している」＋「是非参加したい」＋「参加してもよい」 
 

 

問 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいき

とした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）とし

て参加してみたいと思いますか。（単一回答） 

 
『参加意向あり』＝「既に参加している」＋「是非参加したい」＋「参加してもよい」 
 

  

3.3

4.6 

5.3

6.5 

50.6

50.2 

37.9

34.5 

2.9

4.2 

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

既に参加している 是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

2.0

3.0 

1.9

2.1 

31.5

32.4 

61.4

57.9 

3.2

4.7 

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

既に参加している 是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

『参加意向あり』59.2％ 

『参加意向あり』61.3％ 

『参加意向あり』35.4％ 

『参加意向あり』37.5％ 
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４．介護 

○ 在宅生活の維持 

自身が介護を必要とする状態になったとき、どのような介護を受けたいかについて、『自宅で生

活したい』が高齢者基本調査で約57％、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査で約53％、要介護高齢

者調査で約66％であり、要介護高齢者調査で最も高くなっています。 

要介護状態であっても住み慣れた自宅において住み続けられる環境づくりが重要となります。

（高齢者基本調査・ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問71、要介護高齢者調査：問30） 

問 あなたは、ご自身が介護を必要とする状態になったとき、どのような介護を受けたいと

思いますか。（単一回答） 

 （要介護高齢者調査：あなたは、今後どのような生活を続けていきたいと思いますか。 

（単一回答）） 

 
※１：高齢者向け施設など（有料老人ホーム・ケアハウス・グループホーム・サービス付き高齢者向け住宅など）に住み替えて、介護保

険サービスを利用したい 

※２：介護保険で利用できる特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護医療院などに入所したい 

 
『自宅で生活したい』＝「家族の介護を受けながら、自宅で生活したい」＋「介護保険のサービスを利用しながら、自宅で生活したい」 

  

17.2

13.2

26.3

39.4

40.0

40.1

8.1

11.4

5.8

13.7

14.3

8.8

16.8

1.1

1.6

1.0

15.2

9.7

3.8

4.8

7.9

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

要介護高齢者調査

（n=6,139）

家族の介護を

受けながら、

自宅で生活したい

介護保険の

サービスを

利用しながら、

自宅で生活したい

高齢者向け

施設などに

住み替えて、

介護保険サービス

を利用したい

※１

介護保険で

利用できる

特別養護老人

ホームなどに

入所したい

※２

その他 わからない 無回答

『自宅で生活したい』66.4％ 

『自宅で生活したい』56.6％ 

『自宅で生活したい』53.2％ 
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【高齢者基本調査】 

『自宅で生活したい』＝「家族の介護を受けながら、自宅で生活したい」＋「介護保険のサービスを利用しながら、自宅で生活したい」  

17.4

18.5

24.0

26.2

27.6

7.3

11.6

13.7

17.3

27.0

35.1

41.1

36.6

37.3

28.6

41.6

46.5

43.2

42.6

33.3

12.3

6.7

6.1

4.8

2.6

11.5

7.8

6.8

5.3

6.4

13.9

12.7

13.0

13.3

14.9

17.4

13.6

13.4

12.9

9.2

18.7

18.4

15.6

12.2

17.6

18.1

15.8

17.0

14.3

15.6

1.1

0.9

0.3

0.8

1.7

1.5

1.2

0.9

1.2

0.6

1.5

1.8

4.3

5.3

6.9

2.6

3.5

4.9

6.5

8.0

0% 25% 50% 75% 100%

65～69歳 (n=1,684）

70～74歳 （n=853）

75～79歳 （n=763）

80～84歳 （n=479）

85歳以上 （n=302）

65～69歳 (n=1,027）

70～74歳 （n=920）

75～79歳 （n=934）

80～84歳 （n=771）

85歳以上 （n=471）

家族の介護を

受けながら、

自宅で生活したい

介護保険の

サービスを

利用しながら、

自宅で生活したい

高齢者向け

施設などに

住み替えて、

介護保険サービス

を利用したい

介護保険で

利用できる

特別養護老人

ホームなどに

入所したい

わからない その他 無回答

『自宅で生活したい』 

男 
 

性 
 

女 
 

性 
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【ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査】 

 
『自宅で生活したい』＝「家族の介護を受けながら、自宅で生活したい」＋「介護保険のサービスを利用しながら、自宅で生活したい」 

 

【要介護高齢者調査】 

 
『自宅で生活したい』＝「家族の介護を受けながら、自宅で生活したい」＋「介護保険のサービスを利用しながら、自宅で生活したい」 

  

11.7

13.9

20.3

23.4

19.7

6.2

8.3

9.4

11.2

14.9

39.0

39.2

35.7

32.2

35.6

41.3

43.3

46.0

41.7

38.2

12.9

9.8

9.8

9.2

9.3

14.9

14.3

12.2

9.6

10.0

13.9

14.7

13.3

13.5

12.3

16.9

15.5

13.9

14.8

13.5

20.3

18.8

16.6

14.9

12.6

17.0

14.1

12.9

13.3

12.8

1.3

1.0

0.8

0.3

0.7

1.9

1.4

0.8

1.3

0.6

1.0

2.7

3.5

6.5

9.7

1.8

3.0

4.8

8.0

10.0

0% 25% 50% 75% 100%

65～69歳 （n=633）

70～74歳 （n=859）

75～79歳（n=1,063）

80～84歳 （n=751）

85歳以上 （n=472）

65～69歳 （n=850）

70～74歳（n=1,155）

75～79歳（n=1,419）

80～84歳 （n=988）

85歳以上 （n=649）

家族の介護を

受けながら、

自宅で生活したい

介護保険の

サービスを

利用しながら、

自宅で生活したい

高齢者向け

施設などに

住み替えて、

介護保険サービス

を利用したい

介護保険で

利用できる

特別養護老人

ホームなどに

入所したい

わからない その他 無回答

23.8

26.9

29.7

27.9

30.7

42.7

41.8

33.8

31.5

40.5

6.9

4.8

4.8

5.9

5.4

7.5

7.4

12.6

15.1

6.7

1.4

1.7

1.2

3.3

0.0

9.9

10.3

10.0

6.2

7.8

7.8

7.1

7.9

10.0

8.8

0% 25% 50% 75% 100%

要介護１（n=2,545）

要介護２（n=1,911）

要介護３ （n=988）

要介護４ （n=459）

要介護５ （n=233）

家族の介護を

受けながら、

自宅で生活したい

介護保険の

サービスを

利用しながら、

自宅で生活したい

高齢者向け

施設などに

住み替えて、

介護保険サービス

を利用したい

介護保険で

利用できる

特別養護老人

ホームなどに

入所したい

その他 わからない 無回答

男 
 

性 
 

女 
 

性 
 

『自宅で生活したい』 

要
介
護
度 

『自宅で生活したい』 
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〇 サービス利用状況 

現在利用している介護保険サービスについて、「福祉用具貸与」が前回調査から増加し約47％で

最も多く、次いで「通所介護」や「訪問介護（ホームヘルプサービス）」となっており、在宅での

生活を支える利用ニーズの高いサービスについて、安定的な提供体制の確保を図る必要があります。

「訪問・通所リハビリテーション」や「訪問看護」なども需要が高く、重度化防止や在宅療養を支

えるサービスとして重要となります。 

また、認知症高齢者や医療的ケアが必要な高齢者の増加を踏まえ、小規模多機能型居宅介護や定

期巡回・随時対応型訪問介護看護など、地域密着型サービスの充実を図ることが重要となります。

（要介護高齢者調査：問21） 

問 現在利用している介護保険サービスをお答えください。（複数回答） 

    

46.8

40.8

20.1

19.8

19.0

17.1

16.7

13.2

11.4

8.5

7.4

4.0

2.5

1.3

1.2

0.8

0.7

0.5

10.1

4.6

43.1

37.6

18.2

20.1

18.2

14.1

12.9

13.8

9.8

8.4

7.5

7.1

2.0

1.3

0.7

0.5

0.8

0.2

8.6

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福祉用具貸与

通所介護

(デイサービス)

福祉用具購入

訪問介護

(ホームヘルプサービス)

通所リハビリテーション

(デイケア)

訪問リハビリテーション

訪問看護

住宅改修

短期入所生活介護

(ショートステイ)

居宅療養管理指導(医師・歯科医師等の

訪問による健康管理など)

訪問入浴介護

特定施設入居者生活介護(有料老人ホーム

・ケアハウス・サービス付き高齢者向け住宅など)

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型通所介護

夜間対応型訪問介護

短期入所療養介護

(医療ショートステイ)

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

(複合型サービス)

介護保険サービスは利用していない

無回答

令和７年度

要介護高齢者調査（n=6,139）

令和４年度

要介護高齢者調査 （n=2,479）
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○ 介護の担い手 

主な介護者について、「子」が前回調査から増加し約53％と最も多く、年齢では、「50代」が前

回調査から増加し27％と最も多くなっており、「子」が家族介護の中心的な担い手となっているこ

とがうかがえます。働きながら介護を担っている状況が見込まれる一方、「80歳以上」の介護者も

一定割合存在しており、高齢者が高齢者を介護する「老老介護」の状況も引き続きみられています。 

介護保険サービスの適切な利用促進により、家族介護者の身体的・精神的負担の軽減を図るとと

もに、働きながら介護を行う世代には、相談支援体制の充実や介護離職の防止など、仕事と介護の

両立支援を推進し、老老介護やひとり暮らし高齢者世帯には、地域全体で高齢者及び介護者を支え

る仕組みづくりが求められます。（要介護高齢者調査：問34） 

問 主な介護者の方は、どなたですか。（単一回答） 

 
 

一方、主な介護者の年齢は、「50代」が前回調査から増加し27％と最も多くなる一方、「80歳以

上」が前回調査からほとんど変化はなく約19％となっており、依然として高齢者による介護が一定

数行われていることがうかがえます。（要介護高齢者調査：問36） 

問 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください。（単一回答） 

  

53.1

33.5

4.2

1.4

0.2

1.8

5.8

47.8

37.0

5.3

1.8

0.3

2.2

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子

配偶者

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

その他

無回答

令和７年度

要介護高齢者調査 （n=4,339）

令和４年度

要介護高齢者調査（n=1,675）

0.0

0.0

0.5

4.9

27.0

26.9

19.0

19.1

0.3

2.2

0.0

0.2

0.8

5.4

23.8

24.7

22.6

18.6

0.3

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

令和７年度

要介護高齢者調査（n=4,339）

令和４年度

要介護高齢者調査（n=1,675）
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○ 介護者の就労 

主な介護者の就業状況について、『働いている』が約41％となっています。（要介護高齢者調査：

介護者問４） 

また、『働いている』人のうち、介護をするにあたって『働き方の調整をしている』人が62％と

なっています。（要介護高齢者調査：介護者問４-１） 

介護による離職を防ぎつつ、要介護者本人の在宅生活を維持できるよう、事業所側においても各

種制度の充実や多様な働き方への理解など、介護者の働き方を支援する環境づくりをより一層進め

る必要があります。 

問 主な介護者の方は現在、仕事をしていますか。仕事をしている場合、勤務形態はどれで

すか。（単一回答） 

 
『働いている』＝「フルタイムで働いている」＋「パートタイムで働いている」 

 

 

「フルタイムで働いている」または「パートタイムで働いている」と答えた方におうかがい

します。 

問 介護をするにあたって、何か働き方の調整をしていますか。（複数回答） 

 
『働き方の調整をしている』＝100－「特に行っていない」－「主な介護者に確認しないと、わからない」－「無回答」 

  

23.0 17.7 47.7 0.4 11.2

0% 25% 50% 75% 100%

要介護高齢者調査

（n=4,339）

フルタイムで

働いている

パートタイムで

働いている

働いて

いない

主な介護者に

確認しないと、

わからない

無回答

32.6

24.1

9.7

17.0

34.3

0.7

3.0

31.3

23.7

11.0

13.9

34.2

1.2

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護のために、「労働時間を調整(残業免除・短時間勤務・

遅出・早帰・中抜け等)」しながら、働いている

介護のために、「休暇(年休や介護休暇等)」を

取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

介護のために、上記以外の調整を

しながら、働いている

特に行っていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

令和７年度

要介護高齢者調査（n=1,754）

令和４年度

要介護高齢者調査（n=591）

『働き方の調整をしている』 

62.0％ 

『働いている』 

40.7％ 
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○ 仕事と介護の両立 

家族または身近な人を『現在、介護をしている』人について、50～54歳の男性で約17％、女性で

は「50～54歳」で約19％、「55～59歳」で約21％と、特に50歳代を中心に介護を担う人が多い状況

がみられます。（若年調査：問６） 

介護者が仕事と介護を両立できる環境整備や、介護休業・介護休暇制度の利用促進、介護サービ

スの充実による負担軽減が求められます。（若年調査：問５） 

問 あなたは、家族または身近な人の介護をしていますか。（単一回答） 

 
『現在、介護をしている』＝「現在働きながら、介護をしている」＋「現在仕事はせずに、介護をしている」 

 

 

問 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか（単一回答） 

 
『苦しい』＝「大変苦しい」＋「やや苦しい」  

6.6

1.4

17.4

5.9

3.1

3.0

5.6

17.6

15.9

9.5

0.0

0.0

0.0

3.1

5.5

0.0

2.3

0.9

5.0

3.5

6.8

5.3

15.9

27.9

38.3

17.2

12.5

16.7

25.3

45.7

84.0

93.2

66.7

61.8

47.4

79.9

79.7

63.8

50.0

36.5

2.7

0.0

0.0

1.2

5.6

0.0

0.0

1.1

3.8

4.7

0% 25% 50% 75% 100%

40～44歳 （n=48）

45～49歳 （n=45）

50～54歳 （n=49）

55～59歳 （n=51）

60～64歳 （n=51）

40～44歳 （n=42）

45～49歳 （n=59）

50～54歳 （n=68）

55～59歳 （n=63）

60～64歳 （n=50）

現在働きながら、

介護をしている

現在仕事はせずに、

介護をしている

過去に介護をした

ことがあるが、

今はしていない

介護をした

ことはない

無回答

11.1

25.3

9.6

6.5

25.1

39.0

21.9

23.1

50.1

29.0

53.9

56.3

7.9

6.7

12.7

12.4

5.7

0.0

2.0

1.4

0.0

0.0

0.0

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

現在働きながら、介護をしている

（n=49）

現在仕事はせずに、介護をしている

（n=9）

過去に介護をしたことがあるが、

今はしていない（n=116）

介護をしたことはない（n=343）

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとり

がある

大変ゆとり

がある

無回答

男 
 

性 
 

女 
 

性 
 

『苦しい』 

『現在、介護をしている』 
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５．医療 

○ 身近な存在であるかかりつけ医 

健康について、いろいろと相談できる「かかりつけ医」を持っているかについて「近所に『かか

りつけ医』と言えるお医者さんを持っている」が高齢者基本調査で前回調査から微減し53％、ひと

り暮らし・高齢者のみ世帯調査でも微減し54％となっており、身近に継続的な健康相談や診療を受

けられる体制の維持・充実が重要となります。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯

調査：問41） 

また、要介護高齢者調査でも前回調査から微減し約49％となっています。（要介護高齢者調査：

問16） 

問 あなたの健康について、いろいろと相談できる「かかりつけ医」をお持ちですか。 

（単一回答） 

【高齢者基本調査】 

  
 

 

【ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査】 

 
 

 

【要介護高齢者調査】 

  

53.0

54.0

21.9

22.2

10.8

10.8

9.0

6.9

1.3

1.2

3.9

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度 （n=8,204）

令和４年度 （n=3,589）

近所に「かかりつけ医」

と言えるお医者さんを

持っている

総合病院に

「かかりつけ医」

のように

みてもらっている

病院・医院を特定せず、

その時々のお医者さんに

みてもらっている

あまり病気に

ならないので

特に決めていない

その他 無回答

54.0

55.6

21.4

21.9

9.7

10.3

8.2

5.8

1.4

1.1

5.3

5.4

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度 （n=8,839）

令和４年度 （n=3,861）

近所に「かかりつけ医」

と言えるお医者さんを

持っている

総合病院に

「かかりつけ医」

のように

みてもらっている

病院・医院を特定せず、

その時々のお医者さんに

みてもらっている

あまり病気に

ならないので

特に決めていない

その他 無回答

48.9

50.3

29.2

27.8

5.3

4.6

2.0

1.5

5.8

4.4

8.9

11.5

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度 （n=6,139）

令和４年度 （n=2,479）

近所に「かかりつけ医」

と言えるお医者さんを

持っている

総合病院に

「かかりつけ医」

のように

みてもらっている

病院・医院を特定せず、

その時々のお医者さんに

みてもらっている

あまり病気に

ならないので、

特に決めていない

その他 無回答
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○ 訪問診療の受診状況 

通院や訪問診療などで診療を受けているかについて、「通院している」が前回調査から微増し約

73％となっており、「訪問診療を受けている」も微増し約23％となっています。（要介護高齢者調

査：問14） 

また、在宅医療を知っているかについて、「知っている」人が前回調査から増加し約59％となっ

ており、高齢者の医療ニーズが徐々に高まるとともに、在宅医療への関心や認知が徐々に高まって

いることがうかがえます。 

在宅医療について、情報提供の充実や関係機関との連携強化を進めることが重要となります。（要

介護高齢者調査：問19） 

問 あなたは現在、通院や訪問診療※などで診療を受けていますか。（複数回答） 

※訪問歯科診療や居宅療養管理指導等は含みません。 

 

 
 

 

問 在宅医療（医師や看護師等が通院の難しい患者さんの自宅等を訪問して医療を行うこ

と）についてご存じですか。（単一回答） 

 
 
  

72.9

23.2

2.9

4.9

3.1

71.4

21.7

3.0

5.3

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院している

訪問診療を受けている

入院している

いずれも行っていない

無回答

令和７年度

要介護高齢者調査 （n=6,139）

令和４年度

要介護高齢者調査 （n=2,479）

59.4

56.1

28.6

29.0

8.7

8.7

3.3

6.2

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度 （n=6,139）

令和４年度 （n=2,479）

知っている 内容はわからないが

聞いたことがある

知らない 無回答
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６．認知症施策 

○ 認知症に関する相談窓口、認知症サポーターの周知 

認知症に関する相談窓口を知っている人について、高齢者基本調査で約25％、ひとり暮らし・高

齢者のみ世帯調査で約26％、若年調査で約20％となっており、幅広い世代において相談窓口の周知

を行う必要があります。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問63、若年調査：

問20） 

また、認知症サポーターを「知らない」と回答した人が60％前後といずれの調査でも最も多く、

認知症サポーター制度の認知度向上が課題となっています。今後、高齢化の進展に伴い認知症高齢

者の増加が見込まれる中においては、地域住民や企業、学校、自治会などを対象とした認知症サポ

ーター養成講座の開催をさらに進めていくとともに、認知症の人への接し方や見守りの重要性につ

いて周知を図ることが重要となります。また、若年層への普及啓発を進めることで、地域全体で認

知症の人や家族を支える意識づくりにつなげていく必要があります。（高齢者基本調査、ひとり暮

らし・高齢者のみ世帯調査：問67、要介護高齢者調査：問26、若年調査：問24） 

問 認知症に関する相談窓口を知っていますか。（単一回答） 

 
 

 

問 船橋市では、認知症に関する正しい知識を身に付け、認知症の人や家族を見守る応援者

である「認知症サポーター」を養成するため、認知症サポーター養成講座を実施してい

ます。あなたは「認知症サポーター」のことをご存じですか。（単一回答） 

  

25.1

25.8

20.9

72.3

71.1

78.3

2.6

3.2

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

高齢者基本調査

（n=8,204）

ひとり暮らし・高齢者のみ

世帯調査（n=8,839）

若年調査

（n=527）

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答

18.4

10.9

2.7

2.3

62.9

2.9

19.3

13.0

3.3

2.7

58.4

3.3

14.4

13.2

1.9

1.7

62.1

6.6

17.5

9.7

6.3

2.5

63.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて聞いたが、興味・関心がある

知っているが、今のところ養成講座を受講する予定はない

既に認知症サポーターである

知っており、今後機会があれば

養成講座を受講したいと考えている

知らない

無回答

高齢者基本調査 （n=8,204）

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯調査（n=8,839）

要介護高齢者調査（n=6,139）

若年調査（n=527）
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○ 認知症に関する正しい理解の推進 

認知症に対するイメージについては、「周囲のサポートがあれば生活できる」「症状があっても、

医療・介護などのサポートを受けながら生活できる」といった前向きな認識がみられる一方で、「何

もできなくなってしまう」「友人や知人との関係が途切れてしまう」など、不安や誤解に基づくイ

メージも一定程度みられています。今後は、認知症サポーター養成講座や講演会、地域での啓発活

動などを通じて、認知症を「特別なもの」として捉えるのではなく、誰もがなりうる身近なものと

して理解を深め、「認知症になってもできることがある」「適切な支援があれば地域で暮らし続け

られる」という理解を広げることで、偏見や誤解の解消につなげていく必要があります。（高齢者

基本調査、ひとり暮らし・高齢者のみ世帯調査：問64、要介護高齢者調査：問24、若年調査：問21） 

問 あなたは認知症に対してどのようなイメージを持っていますか。（複数回答） 

 

 
  

35.4

26.8

22.2

33.5

26.1

23.0

21.2

2.5

36.6

28.6

25.3

34.0

25.0

23.8

21.4

2.5

19.4

24.7

15.4

33.1

27.1

22.4

25.9

6.2

33.8

24.2

16.6

45.4

30.9

20.8

11.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症になっても、周囲のサポートがあれば

仕事や家事などを続けることができる

認知症になっても、医療・介護などのサポート体制が

あるので安心して今の地域で暮らし続けることができる

認知症になっても、楽しく希望を持って生活することができる

認知症になると、身の回りのことができなくなり

周囲に負担をかけるので、介護施設に入居する必要がある

認知症になると、症状が進行してゆき、

何もできなくなってしまう

認知症になると、友人や知人との関係は途切れてしまう

わからない

無回答
高齢者基本調査 （n=8,204）

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯調査（n=8,839）

要介護高齢者調査（n=6,139）

若年調査（n=527）
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○ 認知症になっても安心して暮らし続けられる環境づくり 

認知症になったとき、どのように暮らしたいと思うかについて、高齢者基本調査やひとり暮らし・

高齢者のみ世帯調査、要介護高齢者調査では「家族や周囲のサポートを受けつつ、できるかぎり住

み慣れた地域で自立した生活を続けたい」が最も多くなっており、多くの高齢者が住み慣れた地域

での継続した生活を望んでいることがうかがえます。 

一方で、若年調査では「周囲に迷惑をかけるので、介護施設等で生活したい」が最も多くなって

おり、認知症に対する不安や介護負担への懸念が強いことが示されています。 

認知症になっても本人の希望に沿って住み慣れた地域で暮らし続けられる環境づくりを進める

とともに、認知症に関する正しい理解の普及や地域住民の理解促進、家族介護者への支援、医療・

介護・地域が連携した支援体制の充実を図ることが重要です。（高齢者基本調査、ひとり暮らし・

高齢者のみ世帯調査：問66、要介護高齢者調査：問25、若年調査：問23） 

 
 

 

31.6

16.9

13.0

7.5

6.9

1.8

0.8

12.8

27.4

18.2

12.8

7.2

9.1

2.6

0.6

11.5

23.6

20.8

8.4

6.3

8.7

1.3

0.9

14.0

19.6

20.6

22.0

9.8

7.7

3.3

0.6

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や周囲のサポートを受けつつ、できるかぎり

住み慣れた地域で自立した生活を続けたい

医療・介護のサポートを受けつつ、

住み慣れた地域での生活を続けたい

周囲に迷惑をかけるので、介護施設等で生活したい

生きがいや役割を持って、住み慣れた地域で

仲間等とつながりながら、楽しく生活を続けたい

身の回りのことができなくなるので、介護施設等で生活したい

誰にも迷惑をかけたくないので、ひとりで暮らしたい

その他

わからない

高齢者基本調査 （n=8,204）

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯調査（n=8,839）

要介護高齢者調査（n=6,139）

若年調査（n=527）


